第２　認定調査の実施上の留意点
１　認定調査にあたり特に重要なポイント






２　認定調査前に必要なこと
　○　認定調査の訪問日等の予約

　連絡先に電話等で、認定調査の目的などを説明、調査対象者本人と家族の都合をうかがい、訪問日、時間、訪問場所を確認します。施設（病院）の場合は担当者に連絡し、日程を調整します。

	①調査場所の確認
認定申請書に記載された住民登録記載住所は、必ずしも調査対象者の生活の場とは限らないため、必ず調査場所を確認します。

	②配慮すべきことを確認

調査対象者の体調、告知されていない病名等、あらかじめ必要な情報、調査上の留意点を確認します。




	
③家族や施設職員等の同席を依頼する




	④調査対象者の生活ペースを配慮する

調査対象者が日常生活のペースを維持して調査を受けられるような配慮が必要です。家族等には、調査対象者が不安定な状態とならないように、できる限り日常生活と同じペースで認定調査を受けられるようにと伝えます。


○　事前の準備
　認定調査に必要なものを事前に準備します。

	・身分を証明するもの（調査員証・介護支援専門員証など）

・調査票

・視力確認表

・地図

・筆記具

・マスク

・その他（あると便利なもの）

　使い捨て手袋、スリッパ、替えの靴下（畳等スリッパでは失礼な場合もあります）


３　認定調査当日
○必要な持ち物を点検しましょう（個人情報の管理には十分気をつけましょう）

○華美な服装はさけ、動きやすく相手に不快感を与えないような身なりを心がけます。
○わかりやすい言葉で丁寧な言葉遣いをしましょう。

（専門用語や略語を使用しない、外来語や流行語を使用しない、ゆっくり話す）
○約束した時間に到着できるよう、余裕をもって伺いましょう。万が一遅れる場合は必ず連絡をするようにしましょう。

４　認定調査を始める前
	
①自己紹介
　入口で挨拶をし、室内に入ったら

調査対象者・家族等にわかるように

身分証を提示しながら、改めて氏名

を伝えます。


	②認定調査の目的や内容の説明
　認定調査が１時間程度かかること、実際に行っていただく動作があること、調査の内容は全ての方共通であることなどを伝えます。



	④認定調査員としての立場・公務員と同様に守秘義務があることを説明






５　認定調査

　認定調査項目は、上記の質問から入ると調査がスムーズになります。

　調査対象者にはリラックスして楽な姿勢で答えていただくよう伝えます。

	
①調査対象者の聴力等により座る

　位置を調整



	②本人確認





	
③家族状況と介護者、介護状態を

　確認


	
④居住環境を確認



	
⑤毎日の様子を確認、調査員が来る
前に何をしていたか確認



	
⑥現在の状況に関する既往歴から

　生活に支障がある点を掘り下げ

　で聞く。


	
⑦調査対象者、家族等が介護で

　最も困っていることは何か







　　認定調査は、調査対象者の様態（疲れなどで体調が悪くなる場合等）をチェックしながら進めます。
　　調査項目の聞き取りの順番は決まっていません。調査員が聞き取りやすいところから聞いていきます。
	①緊張させない・しない




	②生じている介護の手間を把握する




	③確認動作の試行は注意して行う







６　認定調査終了後
○家族等への認定調査内容の確認
　　調査終了後、調査票の内容を調査対象者や家族等に確認してください。


○認定調査終了の案内
　　①認定結果について、概ね１カ月で結果が通知される旨伝えます。
　　②今後の問い合わせ先を伝えます（所管一覧表等を提示又は渡す）。必要に応じて、地域包括支援センター等を紹介します。
　　③長時間認定調査に協力いただいたことに感謝を述べ、調査対象者の体調を気遣い家族等の苦労をねぎらいます。


①公正・中立な調査の実施








○認定調査は、公正中立な立場で、客観的に行われなければなりません。（テキストＰ６　９行目）





○「目に見える」「確認し得る」という事実によって、調査を行うことを原則とします。（テキストＰ７）





○要介護認定における調査員の役割は、認定審査会に具体的な介護の手間を伝えていただく情報提供者であり、とても重要な役割です。


（テキストＰ４）





②守秘義務








○認定調査員は、過去にその職にあった者も含め、認定調査に関連して知りえた個人の秘密に対して守秘義務があります。





○違反すると、公務員に課せられる罰則が適用になります。


（認定調査員テキスト　Ｐ６　１５行目から１８行目）





③個人情報の管理について








○認定調査で使われる認定調査票などは、個人情報です。





○訪問調査のための移動時など、個人情報の紛失には十分に注意してください。





○あってはならないことですが、万が一紛失した場合は、速やかに、上司や委託を受けた区市町村に報告してください。





アポイントの際に必要なこと








①　調査場所の確認


②　配慮すべきことを確認する


③　家族や施設職員等の同席を依頼する


④　調査対象者の生活ペースを配慮する





（例）


「調査の際に気を付けることはありますか？」





ア　調査対象者の前でできない話の確認


・癌等、告知されていない疾病、


・家族等が介護において困っていること　等





イ　身体状況・心身の状態の確認


　・急性疾患等調査を受けられない状況にないか


　・コミュニケーション能力（直接の聞き取りが可能であるか）


　※疾患によっては、夕方や夜間に状態が悪くなったり、日によって異なったりする場合があります。認定調査は、調査対象者の状態が安定しているときに実施し、日頃の状況を把握できるようにします。





（例）


「お話はどの程度通じますか？」





（例）


「正確な認定調査のために立会をお願いできますか？」





調査対象者の状況を、より正確に把握し、調査の客観性を確保するため、できるだけ、調査対象者の日頃の状況を一番よく理解している人の立ち会いをお願いします。


施設（病院）の場合、本人だけでは聞き取りが不十分な場合、誰に聞けばよいか訪ねておきます。





（例）


私は○○区（市）の認定調査員の○○と申します。（私は○○区（市）から委託された認定調査員の△△と申します。）今日はお体のご様子や日頃の生活のことを伺いに来ました。





（例）


介護保険の介護サービスを利用するには、まず認定を受けていただく必要があります。その結果をもとに、サービス計画を立て利用するしくみになっています。今日はその認定のための調査に来ました。


今日伺う認定調査の内容は全国共通のものです。質問項目は全部で７４項目あり、お食事や入浴など日常生活のご様子をお聞かせいただいたり、無理のない範囲で確認動作をしていただきます。


認定調査終了まで１時間程度を目安としておりますので、どうぞご理解の上ご協力をお願いいたします。





（例）　今日伺ったお話については、介護保険の認定以外で使用することはありません。





留　意　点








○　家族等が同席している場合、まずはご本人からお聞きし、不明な点等を後ほどお聞きしたいと伝えておきます。


（家族によっては介護の苦労など話し続け、調査に入れなかったりすることもあるため。また、家族等が本人に代わって回答しないよう留意する）





○　調査対象者の回答と事実が異なる場合の対応


家族等に、調査対象者が回答した後、事実と異なることがあるか否かを他の場所で確認します。調査対象者の自尊心を傷つけないように、面前での確認はできるだけ避けるようにします。








　①調査対象者の聴力


　②調査対象者本人の確認等


　③同居家族・主たる介護者


　④調査対象者の居住環境


　⑤日頃の生活の様子


　⑥既住・通院歴


　⑦困っていることは何か





（１）導入時の７つの質問





（例）


「このくらいの声の大きさで聞こえますか？」





※「1-3聴力」の項目の調査を兼ねて確認することができます。





（例）


「お名前、生年月日、年齢をお聞かせください。」





※「3-3生年月日や年齢を言う」と「3-5自分の名前を言う」の項目の確認することができます。





※「3-6今の季節を理解する」は、世間話的に聞くことができ、話のきっかけをつかみやすい項目であり、回答の仕方で認知症があるかどうかについても、ある程度判断することができます。


「少しご本人とお話させてください」とあらかじめ家族等に断り、質問が終了したら、


「ここからはご一緒にお願いします」等の声かけをします。





（例）


「介護をしている方と、ご一緒にお住まいになっている方を教えてください。」





（例）


「お住まいや近隣のことについて、お困りになっていることはありますか？」





（例）


「普段の１日のすごし方をお聞かせください。」





※「3-4短期記憶」の項目の確認ができます。答えられない場合、不明な場合は、後で３品提示し確認します。





（例）


「これまでにかかった病気、けがなどについて教えてください。」








（例）


「今、生活の中で、お困りになっていることはどんなことですか？」





※概況調査に関わる部分を確認します。認定申請にいたった経緯などを聞いておきます。





留　意　点








○困っていることを聞き、それをきっかけに該当項目の内容を掘り下げて質問します。


○直接調査項目に該当しなくても、困っていることについて「介護の手間」を増やすと考えられる事項について特記事項に記入します。


○その他については概況調査の欄に記入します。





（２）基本調査項目の聞き取り・確認のポイント








　①緊張させない・しない


　②生じている介護の手間を把握する


　③確認動作の試行は注意して行う





・調査員・調査対象者ともにリラックスし、あわてないで回答できるよう聞き取りに時間をかけます。


・落ち着いて質問していけば、およそ１時間で調査を終了することができます。





・日常生活にどういう支障が生じているか、また、それによってどのくらい介護の手間がかかっているか、「介護の手間」を頭にいれながら質問します。


・１つの調査項目の内容を聞くことにより、複数の調査項目の回答が得られることもあります。





　確認動作の試行が原則となっている項目では、調査対象者の様子を見て、確認動作をして危険がないこと、体調不良等がないことを確かめてから試行していただきます。くれぐれも、身体を痛めたり、容態が悪くなることがならないよう注意します。


　確認動作の試行が後になると調査対象者が疲れてしまうこともあるので、なるべく早く行うほうがよいでしょう。





留　意　点








排泄などのデリケートな質問は、聞き方に十分配慮します。


失禁等があっても本人が答えなかったりするので、他の項目と絡めて聞くことも大切です。


同席者に聞くときは、本人と離れたところで聞くなど、タイミングや場所も配慮しましょう。





調査内容確認の効果








（１）認定調査の信頼性の確保


　調査内容の確認をすることで認定調査の信頼性を確保することができます。





（２）調査票記入内容の確認


認定調査実施中に意思の疎通がうまくできなかったり、判断に迷って選択を誤ってしまった場合に、訂正することができます。


　また、同時に、家族等が調査項目における選択の判断に疑問を抱いている場合は、理由を説明することにより、その場で疑問を解消することができます。


　※調査対象者や家族等の訴えと調査員の判断が異なる場合には、最終的には調査員の判断により選択しますが、具体的な状況を「特記事項」に記入してください。























注意事項











要介護度について「要介護○○くらいかもしれません」と絶対に言わないでください。介護度について、約束されたのだと誤解をまねくことになりかねません。





聞かれた場合は、「要介護認定結果通知で確認してください」と伝えてください。
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